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東京さくら便り～2023 年～ 

山本 雅晴 

 桜の開花宣言がなされ晴天となった 3 月 22 日の朝に地下鉄の一日乗車券で急遽でかけた。今日を逃せば今年

の東京の桜は見れないのではないかという危機感があった。例年は六義園の枝垂桜、後楽園の桜も見るがパス 

１．ルートと見学場所 

 ・西船橋から東西線で九段下まで行き、① 武道館・北の丸公園 → ② 千鳥ヶ淵 → ③ 千鳥ヶ淵緑道 →  

    ④ 北詰橋門から皇居東御苑 → ⑤ 大手門を抜け日本橋から銀座線で浅草→墨田川堤防 ⑥ 浅草寺 → ⑦ 

上野公園 → ⑧ 東京国立博物館の庭 というルートで約８時間、歩行距離約１５ｋｍで気温も２５℃近く

まで上がりかなり疲れた。おまけに東京都美術館「エゴン・シーレ展」も予約なしで鑑賞した。 

２．各場所の桜や人出の状況を簡単に記述し、写真を添付します。窮屈な画面ですみません！ 

①  武道館・北の丸公園：9 時前で人出はほとんどなく、武道館での大学の卒業式関係の人がいた。千鳥

ヶ淵緑道から千鳥ヶ淵を見下ろす対面への道は工事中で 24 日まで通行止め！ 

② ③千鳥ヶ淵：桜は 5 分咲き程度で日があたっていたがやや黒ずんで見えた。ここは北風が吹き抜けるた

め開花はやや遅い。9 時前と早いため人出は多くなかった。ボート乗り場には 20 人ほど並んでいた。 

                                   

 

 

 

 

 

 

 １．武道館近くの田安門      ２．千鳥ヶ淵ボート乗り場     ３．千鳥ヶ淵緑道・旧工芸館 

  ④ 皇居東御苑・大手門前：乾門を過ぎて北詰門から東御苑に入った。数年前までは乾門を出た通りに八重

紅枝垂れが数本きれいな花を咲かせていたが、ほとんど咲かせなくなった。灼熱のためか老化のせい

か？このことは後で訪問した東博の本館前の名物桜が数年前に枯死したことでもわかる。 

                                    

 

 

 

 

 

 

 ４．東御苑・奏楽堂の花桃    ５．東御苑・大島さくら系の大木     ６．大手門前の枝垂れ桜 

  ⑥ ⑦ 浅草寺、上野公園：浅草寺は東南アジアや欧米系の観光客も 3～4 割ほどいて大いに賑わっていた。 

                                                    

 

 

 

 

7．浅草寺の参道の賑わい 8．上野公園入口の枝垂桜  9.上野・清水寺の丸松   10.東博・裏庭の枝垂桜 


